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2022―これから 10年、活躍できる人の条件 / 神田昌典 著 

分館 : 2F ペリパトス文庫  請求記号：159/Ka 

これから 10 年で、世界は生まれ変わる。来るべき 10 年間を予測し、私たちはこれから

何をすべきなのか。本書はその“次の一手”を考える時に、ぜひとも手元に置いておきたい。 

 

生きる悪知恵 : 正しくないけど役に立つ 60 のヒント  / 西原理恵子 著 

分館： 2F ペリパトス文庫  請求記号：159/Sa 

この本では、60 の事例を利用し、生活の各方面で起こったトラブルの解決法が説明されて

いる。「仕事編」、「家庭編」、「男と女編」、「性格編」、「トラブル編」の五つのテーマに分か

れ、読んでいるうちに意外と「私もこのような問題を抱えているな」という共感が芽生え

てくる。困ったことがあったら、自分で悩むのではなく、まずこの本の中に対策があるか

どうか探してみよう。 

 

THE TRAVEL BOOK / Lonely Planet Publications 

分館： 2F ペリパトス文庫  請求記号：290.9/Tr 

世界を知ろう！ 

この大きな本には実に 229 もの国が写真付きで紹介されている。”旅行の本”というだけあ

って、その国ごとに見るべき場所や押さえておきたいポイントも合わせて掲載。 

 

アジアに落ちる  / 杉山明 著 

分館： 2F ペリパトス文庫  請求記号：292/Su 

「行ってみるか……アジアへ。」母の最期を看取り、生死の意味を考えていた著者がふと夢

で見たのはインドの火葬場や見たこともないチベットの風景。彼は何かに導かれるように

アジアへ旅立つことを決意する。 

 

ヴェネツィア 世界遺産の水上都市「食べ歩き&買い物」案内 (イタリア旅ガイド) /扶桑社 

分館： 2F ペリパトス文庫  請求記号： 293.7/V 

研究や勉強に疲れた時に読んで頂きたい一冊です。水辺の町の美しさ、イタリアのおいし

い食べ物などがたくさんの写真で説明されており、頭の疲れを一時忘れることができると

思います！旅行を計画する際にもおすすめの一冊です。 

New Arrival Books for Peripatos recommended by Library Supporters   

図書館サポーター推薦 

2012 新着ペリパトス文庫のおすすめ本 



 

「年収 6 割でも週休4 日」という生き方  /ビル・トッテン 著 

分館： 2F ペリパトス文庫  請求記号： 304/To 

本書には、現在の経済社会を多角的に見てその問題点とそれに対する非常に現実的な著者

の意見が述べられています。これからの日本経済、また自分の将来を考える上でも一度読

む価値のある一冊です。 

 

大学教授コテンパン・ジョーク集/坂井博通 著 

分館： 2F ペリパトス文庫  請求記号： 377.1/Sa 

現在はあまりに急に研究成果を求めすぎて硬直していると思います。（本書 はしがき、ま

たは、はしりがきより）この本では、大学教授の身の回りで起こる楽しいエピソードをジ

ョークという形で紹介しています。きっと、あなたにも通じることがある！？たまには、

くだらないことに頭を使ってはいかがでしょうか。 

 

ハーバード白熱日本史教室/北川智子 著 

分館： 2F ペリパトス文庫  請求記号： 377.2/Ki 

元々理系で幼少から外国に住んでいた著者は、あることから日本史を学ぶようになりまし

たが、その歴史に違和感を感じ、ついには日本史の教授になりハーバード大学で教鞭をと

るという経歴を持っています。本書ではそんな著者が日本人では考え付かない視点から日

本史について述べているため、視野を広げて物事を考えることができると思います。 

 

勝ち続ける意志力 : 世界一プロ・ゲーマーの「仕事術」/梅原大吾 著 

分館： 2F ペリパトス文庫  請求記号： 798/U 

「誰かに勝つ」ことは簡単ですが、ずっと勝ち続けることは難しいかもしれません。勝ち

続けるためには、必要不可欠な要素があります。それは強い意志です。この本では、「勝つ

ために必要なことは何か？」「なぜ多くの人は勝ち続けることができないのか？」を詳しく

教えてくれます。 

 

窓ぎわのトットちゃん/黒柳徹子 著 

分館： 2F ペリパトス文庫  請求記号： 916/Ku 

これは、第二次世界大戦が終わるまで、実際に東京にあった小学校とそこに通っていた女

の子のお話です。その時、彼女の目に映っているのは何か。なぜそうなったのか。読んで

いるうちに、当時の子供、両親と学校の繋がり、子供を育てるために必要な「自由」とは

何かも分かってくる。これは実に心に響くような一冊。ぜひ読んでほしい。 

 


